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次世代型ポリ乳酸「LAHB」が “深海” で分解開始することを確認 
~ 「海プラごみ問題」解決の切り札に~ 

 

【研究成果のポイント】 

l 水深 855 メートルの深海底で、独自に開発したプラスチック「LAHB」の分解開始を確認 

l 最新解析法を駆使することで、LAHB の生分解メカニズムを分子レベルで解明 

l “使って捨てる”から、“使って自然に還す”へ−プラスチックの持続可能な利用に期待 

 

【概要】 

信州大学アクア・リジェネレーション機構の田口精一教授(特定雇用)・高相昊助教(特定雇用)、海洋研

究開発機構（JAMSTEC）石井俊一主任研究員、群馬大学大学院食健康科学研究科の粕谷健一教授・

鈴木美和講師らの共同研究グループは、独自に開発したプラスチック、次世代型ポリ乳酸「LAHB」が深

海にて分解を開始することを確認しました (図１)。さらに、最新のオミクス解析により、その分解メカ

ニズムを分子レベルで明らかにしました。本成果は、海洋に流出したプラスチックの長期残存を

低減する新たな手段となる可能性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 深海 (水深 855 m) で LAHB が分解を開始することを実証 
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【背景】 

■ なぜ「深海で分解されること」が重要なのか？ 

近年、世界中で深刻化している「海プラごみ問題」では、川や海に流出したプラスチックが、やがて海

流に乗って沈み、最終的に“深海の底”に堆積することが明らかになっています。しかし、深海は低温・高

圧・栄養も乏しいという、プラスチックの分解が極めて起きにくい環境であるため、多くのプラスチックがゴミ

として残り続けてしまうのが現状です。だからこそ、「深海で分解できるかどうか」は、その素材が“真に自

然に還るプラスチック”として考えられるための重要なポイントであり、実際の海域での立証が不可欠です。 

■ ポリ乳酸（PLA）の課題 

植物由来の PLAは環境配慮型素材として知られますが、自然界では高温高湿など特殊条件が整

わない限り生分解しにくく、海洋では特に難分解性です文献１。 

■ LAHB の特徴 

乳酸に 3-ヒドロキシブタン酸（3HB）をランダム共重合した LAHB（poly(lactate-co-3-

hydroxybutyrate)）文献２,３は、PLAと同等の透明性・成形性を保ちながら、3HB単位により優れた生

分解性を示します。 

本研究では、PLA では分解が難しい深海環境において、LAHB が分解されるのかを検証するため、水

深 855 メートルの深海での実証実験で検証しました。 

 

【研究手法・成果】 

■ 深海にプラスチックを沈めて分解されるかを調査 

海洋研究開発機構の有人潜水船「しんかい 6500」により、水深 855 mの海底（初島沖）に LAHB フ

ィルム 2種（乳酸含率 6 mol%／13 mol%）と PLA フィルムを設置しました。7 か月および 13 か月後に

回収したところ、LAHB はいずれの条件でも時間経過にともない重量減少を示し、一方で、PLA に変化

はみられませんでした。 

13 ヶ月後に回収された LAHB フィルムの表面を電子顕微鏡で観察したところ、微生物が集まり、フィル

ムを分解している様子が確認されました (図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. LAHB表面に無数の微生物が集まって分解している様子 

 

■ 微生物の「働き方」を最新技術で解析 

LAHB フィルムの表面に形成された微生物群集（プラスティスフィア）をオミックス解析により網羅的に



明らかにしました。その結果、LAHBを好む微生物群が複数見つかり、なかでも「UBA7957」は、LAHB中

の“乳酸成分”を分解する中心的な役割を担う可能性が示されました (図 3)。さらに、ポリマー分解関連酵

素の活発な発現も確認されました。 

これらのことから、LAHB は深海に到達しても、微生物の働きにより分解され、やがて自然に還る素材

であることが示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 最新のオミクス解析法によって明らかとなった LAHB の生分解メカニズムモデル  

 

【波及効果・今後の予定】 

本研究では、水深 855 m の深海においても LAHB が分解されることを確認し、「PLA は自然

環境で分解しにくい」とされてきた従来の見解に新たな知見を加えました。植物由来であるにも

かかわらず、自然循環性が不十分とされてきた従来の PLA に対し、LAHB は透明性や成形性を

保ちながら、過酷な環境下でも分解可能である点が大きな特長です。このことから、LAHB は、

新しいタイプのポリ乳酸としての展開が期待されます。 

今後は製造効率や物性の改良を進めるとともに、食品容器・包装材・農業用フィルム・漁具など、

特に海洋流出のリスクが高い製品への応用を検討していきます。また、土壌や河川など、さまざ

まな環境における分解性の評価を進め、「使用後に自然に還る」プラスチックの社会実装を目指し

ます。 
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